
 

平成２４年３月２３日 

 

｢ＡＰＥＣイノベーションと貿易会議｣の開催について 
～貿易の促進がイノベーションに与える影響に焦点を当てた初のＡＰＥＣ会議～ 

 

４月４日から５日にかけ、我が国の主導により、「ＡＰＥＣイノベーション

と貿易会議」をシンガポールにおいて開催します。本会議は、ＡＰＥＣの枠組

みの中で、貿易の促進がイノベーションに与える影響に焦点を当てた初の国際

会議であり、ＡＰＥＣ２１カ国・地域の官民の智恵を結集し、アジア太平洋地

域においてイノベーションを促進し、経済成長を牽引するための政策を議論し

ます。本フォーラムの成果は、ＡＰＥＣ貿易担当大臣会合（６月）に報告され

るとともに、ＡＰＥＣ首脳・閣僚会議（９月）でも議論される予定です。 

 

１．開催趣旨 

（１）自由でオープンな環境こそが、アジア太平洋地域において国境を越えたイ

ノベーションを生み出す素地となることが期待されています。ＡＰＥＣでは、

昨年１１月、米国ハワイで開催された首脳会議において、実効的、無差別的

かつ市場主導型のイノベーション政策を推進すべきことが確認されました。 

 

（２）その具体的な取組の第一歩として、我が国の主導により、「ＡＰＥＣイノベ

ーションと貿易会議」をシンガポールにおいて開催します。これは、貿易の

促進がイノベーションに与える影響に焦点を当てた初の国際会議であり、Ａ

ＰＥＣ２１カ国・地域の貿易政策担当者、主要企業、ベンチャー企業、ベン

チャーキャピタル、研究機関などの智恵を結集し、アジア太平洋地域におい

てイノベーションを促進し、経済成長を牽引するための政策を議論します。 

 

（３）本会議では、特に、貿易や投資などを通じて得られた海外の新しいビジネ

スモデルや技術を吸収・活用しながらイノベーションを起こす「吸活力」に

着目し、その必要な要素について（例：自由で開かれた貿易投資環境、イン

フラ･人材、エコノミー間の繋がり）、議論を深めることを狙いとしています。 

 

（４）本会議の成果は、ＡＰＥＣ貿易担当大臣会合（６月、於：ロシア・カザン）

に報告されるとともに、ＡＰＥＣ首脳・閣僚会合（９月、於：ウラジオスト

ク）でも議論される予定です。 

 

 

 

 



 

２．開催概要 

   日 時： 平成２４年４月４日（水）・５日（木） 

   場 所： シンガポール 

   主 催： ＡＰＥＣの公式会合として日本主導で開催 

   参加者： ２００名程度 

※アジア太平洋地域の貿易政策担当者、主要企業、 

ベンチャー企業、ベンチャーキャピタル、研究機関など 

 

３．プログラム 

 別添をご参照ください。 

 

４．貿易と投資、イノベーションに関する相関図（ご参考） 

 

※注意事項 

当会議への取材又は傍聴をご希望される場合は、３月２７日までに下記の担当 

者まで連絡をお願いいたします。 
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 （本発表資料のお問い合わせ先） 

 通商政策局アジア太平洋地域協力推進室長 笹路 

 担当者： 谷澤、杉本 

 電 話：０３－３５０１－１５１１（内線３０６１） 

     ０３－３５０１－１４０７（直通） 

メールアドレス： apec-innovation@meti.go.jp 



 

別添 

アジェンダ（案） 

 

１日目 ４月４日（水）午前 

ファシリテーター 

五嶋 賢二 経済産業省大臣官房審議官（国際地域政策担当） 

ＡＰＥＣ高級実務者（ＳＯＭ） 

 

時間 プログラム 

 9:30- 9:40 開会の辞 

 五嶋 賢二 経済産業省 大臣官房審議官（国際地域政策担当） 

 9:40-10:10 基調講演① 

 穆 荣平（ロンピン･ムー）  

中国科学院科技政策･管理科学研究所 所長 

10:10-10:40 基調講演② 

《米国からのスピーカー》 

10:40-11:10 基調講演③ 

 黎 少倫（スティーブン･リー） 

  ＨＴＣコーポレーション 監査役 

  ＶＩＡネットワーキング･テクノロジー ＣＥＯ 

11:10-11:40 休憩 

11:40-12:10 ＡＢＡＣの視点 

 上川 治 ＡＢＡＣ日本支援協議会 事務局長 

12:10-13:20 シニア・エグゼクティブの対話 

～イノベーションの創出や吸収の課題･政府の役割～ 

 各務 茂夫 東京大学教授（産学連携本部事業化推進部長） 

 劉 慶峰（リウ･チンフェン） 

  安徽ＵＳＴＣ ｉＦＬＹＴＥＫ 社長 

 ジョン･マシソン  

インテル･テクノロジー･アジア アジア太平洋リーガルポリ

シー ディレクター 

13:20-14:50 ネットワーキングランチ 



 

１日目 ４月４日（水）午後 

ファシリテーター 

 アロー･オジェロ 米国通商代表補代理 

 

時間 プログラム 

14:50-15:50 セッション１ 

～イノベーション吸活力向上のための貿易･ビジネス環境①～ 

河田 一郎 ＢＡパートナーズ株式会社 社長 

 ゴンサーロ･ミランダ アウストラル･キャピタル パートナー 

阮 軍（ジュン･ルアン） 

中国半導体照明産業技術革新戦略連盟 副理事長 

15:50-16:50 セッション２ 

～イノベーション吸活力向上のための貿易･ビジネス環境①～ 

安達 俊久 日本ベンチャーキャピタル協会 会長 

 ジェイク・コルヴィン 

  ナショナル・フォーリン・トレード・カウンシル 副理事長 

 



 

２日目 ４月５日（木）午前 

ファシリテーター 

＜未定＞ 

 

時間 プログラム 

10:00-10:50 グローバル企業からの視座 

 牛久保 雅美 サンデン株式会社 代表取締役会長 

 ロバート･ケン サンデン･インターナショナル マネージャー 

10:50-11:10 ベンチャー企業からの視座 

 佐藤 俊介 サティスファクション･ギャランティード ＣＥＯ 

11:10-11:40 政策当局者からの視座 

 マイケル･ヤップ シンガポールメディア開発庁 副長官 

11:40-12:00 休憩 

 

12:00-13:00 セッション３ 

～イノベーション吸活促進のためのＩＣＴやインフラの役割～ 

シィウ･ヒオン･ゴー 

シスコシステム アジア太平洋グローバル･ポリシー及びガバ

メント･アフェアーズ エグゼクティブ･ディレクター 

 坂田 一郎 東京大学工学系研究科 教授 

 王 健全（ジアンチュアン･ワン） 

  中華経済研究院 副理事長･第三研究所 所長 

13:00-14:00 ネットワーキングランチ 

 

 



 

２日目 ４月５日（木）午後 

ファシリテーター 

五嶋 賢二 経済産業省大臣官房審議官（国際地域政策担当） 

ＡＰＥＣ高級実務者（ＳＯＭ） 

 

時間 プログラム 

14:00-14:45 セッション４ 

～起業及び人材開発と新しく革新的なモノ･サービス･ビジネスモ

デル･情報等の活用促進～ 

 各務 茂夫 東京大学教授（産学連携本部事業化推進部長） 

 フィル･ウィッカム カウフマンフェロープログラム 所長･

CEO 

14:45-16:00 セッション５ 

～イノベーションを促すための繋がりの強化～ 

ピーター･ラブロック 通信政策研究会議 議長 

 アブドゥル・リーザル・アブドゥル・ラティフ  

マレーシア・イノベーション庁 

 佐藤 太郎 産業革新機構 マネージング・ディレクター 

16:00-16:15 クロージング･リマークス 

 五嶋 賢二 経済産業省 大臣官房審議官（国際地域政策担当） 

 

*このアジェンダは暫定的なものであり、今後、変更される可能性があります。 



 

 


